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　木造建築物に使用される製材品は、ヤング係数（変形しにくさ）や強度（こわれにくさ）などで要求され
る性能を満たす必要があります。これら製材品に要求される強度特性のうち、丸太や製材品のヤング係数は
対象物を打撃する方法で比較的簡単に求めることができ、小・中径材から正角（柱）を採材するような木取
りの場合には、丸太のヤング係数と製材品のヤング係数はよく一致します。一方、大径材では、樹心を含む
心持ち平角や樹心を含まない心去り平角を横架材に利用したり、幅広板を枠組壁工法用部材にしたりするな
ど様々な木取りを適用することが可能です。そこで、大径材から得られる製材品のヤング係数を丸太段階で
予測するため、ヤング係数や密度の丸太内部の「分布」を評価する技術を開発しました。また、主に小・中
径材を対象としたこれまでの研究から、製材品のヤング係数や密度と強度との間には高い相関があることが
わかっています。大径材から生産された製材品について、木取りの影響などを含めてヤング係数や密度と強
度との関係を解明しました。これらにより、丸太段階で製材品の強度を高い精度で予測することが可能にな
りました。

　大径材から生産される心持ち平角、心去り平角、枠組壁工法用部材などの製材品について、強度予測結果
と含水率の推定結果に基づき、下記に示すフローチャートを用い、用途に応じて丸太の選別を行います。さ
らに、開発した大径材の製材・乾燥技術により強度を予測した製材品を効率的に生産します。 

丸太段階で製材品の強度を予測する技術を開発しました 要求性能に応じた製材品を安定供給するために 

強度を予測した製材品を確実にまた効率的に生産することによ
り、要求される製材品を安定供給することが可能となり、木材
の加工・流通段階での収益性向上に寄与します。

はい いいえ はい いいえ

横架材
梁せい15～21cm

横架材
梁せい21～24cm

横架材
梁せい27cm以上

枠組壁工法用部材
ヤング係数E70以上

枠組壁工法用部材
ヤング係数E70未満

はい いいえ はい いいえ

末口径
36cm以上

製材品
ヤング係数
E70以上

製材品
ヤング係数
E70以上

製材品
ヤング係数
E70以上

製材品
ヤング係数
E70以上

はい いいえ はい いいえ

はい いいえ

心材含水率 心材含水率
100％以上 100％以上

心去り平角乾燥技術 心持ち平角乾燥技術 枠組壁工法用部材乾燥技術

樹心

大径材から生産される製材品の強度を、製材前の丸太の段階で
確率90％で予測することが可能に！

丸太品質の非破壊評価技術の開発

製材品のヤング係数と強度
（短期、長期）との関係を解明
木取りや寸法効果の影響を検証

・ヤング係数分布評価技術
・密度分布評価技術
・含水率分布評価技術
・丸太性状の自動計測

丸太品質から製材品の
ヤング係数を高い精度で推定

大径材では分布
の把握が重要

心持ち平角 心去り平角 幅広板

樹心

大径材小・中径材

丸太品質・木取りと製材品強度特性
との関係解明


